
22022. 53 2022. 5

―令和４年度施政方針と予算のあらまし―
詳しくは 詩財政課☎788－4905

　２月22日㈫から開催された３月定例市議会で、令和４年度当初予算案が可決されました。
　予算総額は、一般会計、特別会計、公共下水道事業会計を合わせて413億7,908万8千円で、
前年度に比べると3.7パーセントの増額となっています。

夢と希望を未来へ

令
和
４
年
度

施
政
方
針
（
要
旨
）

桶川市長
小 野 克 典

立
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
向
上
を

図
る
た
め
、
歳
入
の
確
保
や
歳
出
の
削

減
、
借
入
金
の
抑
制
や
基
金
の
積
み
立

て
、
指
定
管
理
者
制
度
や
民
間
活
力
の

導
入
な
ど
、
様
々
な
取
り
組
み
に
よ
り
、

健
全
な
財
政
運
営
を
図
っ
て
き
た
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
こ
数
年
は
、
歳
入
は
概
ね
同
水
準
で

推
移
し
て
い
る
一
方
、
歳
出
に
お
い
て

は
、
社
会
保
障
経
費
な
ど
の
義
務
的
経

費
の
増
加
や
新
た
な
行
政
需
要
の
増
加

な
ど
を
背
景
に
、
経
常
経
費
が
増
加
す

る
こ
と
で
多
額
の
収
支
不
足
が
発
生
し

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
財
政
状
況
の
中

で
も
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
を
見
据
え

将
来
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
少
子
高
齢
化
社
会
に
向

け
た
子
育
て
支
援
や
高
齢
者
及
び
障
害

者
福
祉
の
よ
り
一
層
の
充
実
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
江
川
周
辺
の
防

災
対
策
な
ど
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
や
、
市
内
小
中
学
校
の
体
育
館

空
調
設
備
整
備
な
ど
将
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
教
育
環
境
の
よ
り
一
層
の
充

　

改
め
て
令
和
３
年
度
を
振
り
返
り
ま

す
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
に
よ
り
、
様
々
な
感
染
予
防
対

策
や
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推

進
な
ど
に
全
力
を
尽
く
し
た
１
年
で
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
も
引
き
続
き
、
未
だ
事

態
の
収
束
が
不
透
明
な
コ
ロ
ナ
禍
に

し
っ
か
り
と
立
ち
向
か
い
、
市
長
と

し
て
の
職
務
を
全
力
で
全
う
し
て
い
く

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
市
民

の
皆
様
の
声
に
耳
を
傾
け
、
こ
れ
ま
で

培
っ
た
経
験
と
実
績
を
礎
い
し
ず
え

と
し
、
夢

と
希
望
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
市
の
財
政
状
況
に
つ
き
ま

し
て
は
、
過
去
に
例
の
な
い
極
め
て
厳

し
い
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
簡
素
で
効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
確

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
の
当
初
予
算
の
編
成
に

当
た
り
ま
し
て
は
、
５
つ
の
重
点
分
野

と
し
て
「
安
心
安
全
で
利
便
性
の
高
い

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」、「
こ
ど
も
が
輝

き
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
」、「
高
齢
者
が
健
康
で

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
」、「
に
ぎ
わ
い
や
活
力
に
満
ち
あ

ふ
れ
る
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」

そ
し
て
「
新
た
な
時
代
に
向
け
た
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
」
を
位
置
付
け
、
優
先

的
に
予
算
措
置
を
講
じ
た
も
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
も
、「
桶
川
市
第
五
次

総
合
振
興
計
画
」
の
将
来
都
市
像
で
あ

る
「
み
ん
な
で
つ
く
り
育
む
活
気
あ
ふ

れ
る
交
流
拠
点
都
市
お
け
が
わ
」
の
実

現
と
、「
夢
と
希
望
を
未
来
へ
つ
な
ぐ

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
よ
り
一
層
の
御
指
導
と
御
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　（
各
分
野
の
個
々
の
事
業
の
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
は
、
次
ペ
ー
ジ
以
降
に
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い
）

会計別 の 予 算

会　計　名 予 算 額 前年度比

一　般　会　計 25,237,000 5.2%

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険
特 別 会 計 7,366,000 0.1%

介 護 保 険
特 別 会 計 5,987,000 1.0%

後期高齢者医療
特 別 会 計 1,288,000 13.2%

公共下水道事業
会　　　　　計 1,501,088 1.2%

合　　計 41,379,088 3.7%

小数点第２位を四捨五入

（単位：千円）

当 予 あの ま し初 算 ら

歳
入

歳
出

　

歳
入
総
額
は
、
252
億
３
，

７
０
０
万
円
で
、
前
年
度

よ
り
5.2
％
増
加
し
て
い
ま

す
。

　

歳
入
で
最
も
多
い
の
は
、

市
税
（
市
民
税
、
固
定
資

産
税
な
ど
）
で
41
・
０
％

を
占
め
、
103
億
３
，５
８

１
万
３
千
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。
次
に
多
い
の
が

国
庫
支
出
金
で
41
億
１
，

９
０
４
万
１
千
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
以
下
、
地
方

交
付
税
、
県
支
出
金
、
市

債
、
地
方
消
費
税
交
付
金

と
続
い
て
い
ま
す
。

　

歳
出
総
額
も
歳
入
と
同

じ
252
億
３
，７
０
０
万
円

で
す
。

　

歳
出
で
最
も
多
い
の
は
、

民
生
費
の
115
億
592
万
６

千
円
で
45
・
６
％
を
占
め
、

次
に
、
総
務
費
28
億
５
万

８
千
円
、
以
下
、
公
債
費
、

教
育
費
、
衛
生
費
、
土
木

費
と
続
い
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
内
訳

教育費
25億4,539万7千円
（10.1％）

消防費
9億9,693万4千円
（4.0％）

その他
6億2,913万2千円

（2.5％）

地方消費税交付金
15億5,000万円
（6.1％）

繰入金
10億9,609万6千円
（4.3％）

市税
103億3,581万

3千円
（41.0％）

地方交付税
28億7,000万円
（11.4％）

市債
17億3,260万円
（6.9％）

国庫支出金
41億1,904万1千円
（16.3％）

県支出金
17億9,858万2千円
（7.1％）

諸収入
6億4,982万5千円
（2.6％）

使用料及び手数料
2億5,676万2千円

（1.0％）
その他

8億2,828万1千円
（3.3％）

一般会計
歳 入

252億3,700万円

一般会計
歳 出

252億3,700万円

民生費
115億592万
6千円

（45.6％）

総務費
28億5万8千円
（11.1％）

土木費
18億1,549万1千円
（7.2％）

公債費
26億3,883万
5千円

（10.4％）

衛生費
23億522万7千円
（9.1％）

教育費
25億4,539万7千円
（10.1％）

民生費
115億592万
6千円

（45.6％）

総務費
28億5万8千円
（11.1％）

公債費
26億3,883万
5千円

（10.4％）

衛生費
23億522万7千円
（9.1％） 市税

103億3,581万
3千円

（41.0％）

地方交付税
28億7,000万円
（11.4％） 国庫支出金

41億1,904万1千円
（16.3％）

市債
17億3,260万円
（6.9％）

県支出金
17億9,858万2千円
（7.1％）

今
年
度
の
主
要
事
業
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
　
　

○
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業

１
４
２
万
８
千
円

　
「
第
四
次
桶
川
市
男
女
共
同
参
画
基
本

計
画
」
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
、
市
民

や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

審
議
会
な
ど
へ
の
女
性
の
積
極
的
な
参
画

の
推
進
や
男
女
共
同
参
画
コ
ー
ナ
ー
「
ア

ソ
シ
エ
」
の
利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。

○
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業

４
，
６
４
２
万
５
千
円

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進
を
図
る
た

め
、
各
種
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
団
体
へ
補

助
金
を
交
付
す
る
な
ど
、
町
会
・
自
治
会

な
ど
が
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
積
極

的
に
支
援
し
ま
す
。

○
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
運
営
事

業

３
７
２
万
７
千
円

　

市
民
と
行
政
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
団
体
の
活
動

や
協
働
事
業
の
拠
点
と
し
て
、
市
民
活
動

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
ま
す
。

だ
れ
も
が
主
役
の
桶
川
を
つ
く
る

【
参
画
・
協
働
】
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○
協
働
提
案
事
業
補
助
金

１
０
０
万
円

　

市
民
活
動
の
活
性
化
や
市
民
と
行
政
に

よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
協
働
提
案
事
業
実
施
団
体
に
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

○
体
育
館
空
調
設
備
整
備
事
業

１
，
８
０
０
万
円

　

昨
今
の
記
録
的
猛
暑
な
ど
に
鑑
み
て
、

市
内
す
べ
て
の
小
・
中
学
校
体
育
館
に
空

調
設
備
の
整
備
を
行
い
ま
す
。
令
和
４
年

度
は
桶
川
小
学
校
、
加
納
小
学
校
、
川
田

谷
小
学
校
、
桶
川
西
小
学
校
に
お
い
て
設

置
の
た
め
の
設
計
委
託
を
実
施
し
ま
す
。

○
川
田
谷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
大
規
模
改

修
事
業

２
億
９
，
０
２
６
万
３
千
円

　

川
田
谷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化

に
伴
い
、
令
和
４
年
度
か
ら
２
か
年
の
継

続
事
業
と
し
て
施
設
の
大
規
模
改
修
を
実

施
し
、
施
設
の
長
寿
命
化
と
利
便
性
の
向

上
を
図
り
ま
す
。

○
学
校
プ
ー
ル
民
間
委
託
事
業

８
７
０
万
３
千
円

　

民
間
事
業
者
の
施
設
を
利
用
し
て
、
中

学
校
の
プ
ー
ル
授
業
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

天
候
に
左
右
さ
れ
ず
安
定
的
な
授
業
の
実

○
脱
炭
素
推
進
事
業１

，
６
４
９
万
４
千
円

　

地
球
温
暖
化
対
策
推
進
の
た
め
令
和
３

年
10
月
30
日
に
表
明
し
た
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
宣
言
の
実
現
に
向
け
、
市
民
な
ど

へ
の
普
及
啓
発
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
普
及
促
進
、
ご
み
減
量
化
な
ど
の
取
り

組
み
を
推
進
し
ま
す
。

○
通
学
路
安
全
対
策
事
業１

，
３
５
０
万
円

　

市
内
小
・
中
学
校
な
ど
の
通
学
路
の
交

通
安
全
を
確
保
す
る
た
め
実
施
し
た
、
通

学
路
安
全
総
点
検
に
よ
る
危
険
個
所
に
つ

い
て
、
舗
装
修
繕
や
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
設

置
な
ど
の
安
全
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

○
地
域
防
災
計
画
策
定
事
業

５
４
０
万
円

　

法
令
お
よ
び
国
・
県
の
上
位
計
画
に
基

づ
き
、
近
年
の
災
害
の
教
訓
な
ど
最
新
の

知
見
や
新
た
な
動
向
を
踏
ま
え
て
、
災
害

に
備
え
る
た
め
の
よ
り
実
効
性
の
高
い
地

域
防
災
計
画
へ
改
訂
し
ま
す
。

○
道
路
照
明
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業

３
，
４
０
０
万
円

　

道
路
照
明
灯
の
電
気
使
用
量
の
削
減
や

二
酸
化
炭
素
の
削
減
に
よ
る
環
境
負
荷
の

軽
減
な
ど
を
図
る
た
め
、
市
内
全
域
で
道

機
会
を
提
供
し
ま
す
。

○
い
ず
み
の
学
園
整
備
事
業

１
，
４
０
０
万
円

　

建
築
か
ら
47
年
経
過
す
る
い
ず
み
の
学

園
に
つ
い
て
、
老
朽
化
対
策
と
併
せ
、
近

年
多
発
す
る
災
害
へ
の
対
策
を
図
る
た
め
、

水
害
危
険
度
の
低
い
場
所
へ
の
移
転
整
備

を
行
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
は
設
計
お
よ

び
地
質
調
査
を
行
い
ま
す
。

○
予
防
接
種
事
業
（
子
宮
頸
が
ん
・
帯
状

疱
疹
ワ
ク
チ
ン
）

１
，
４
６
２
万
１
千
円

　

12
歳
か
ら
16
歳
の
女
子
を
対
象
に
子
宮

頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
の
勧
奨
を

開
始
し
ま
す
。
ま
た
、
50
歳
以
上
の
人
を

対
象
に
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
係
る

経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

○
保
育
補
助
者
雇
上
強
化
事
業６

０
０
万
円

　

感
染
症
対
策
の
徹
底
な
ど
業
務
量
が
増

加
し
て
い
る
保
育
士
の
負
担
を
軽
減
し
、

離
職
防
止
を
図
り
、
安
定
的
な
保
育
所
運

営
を
推
進
す
る
た
め
、
保
育
補
助
者
を
雇

い
上
げ
る
民
間
事
業
者
な
ど
に
対
し
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

○
母
子
保
健
事
業
（
産
婦
健
診
、
産
後
ケ

ア
）

３
９
４
万
８
千
円

　

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
切
れ

目
な
い
支
援
体
制
の
更
な
る
充
実
を
図
る

た
め
、
新
た
に
産
後
健
診
の
助
成
を
開
始

調
査
を
実
施
し
ま
す
。

○
上
日
出
谷
南
２
号
調
整
池
整
備
事
業

１
億
６
，
０
５
８
万
２
千
円

　

上
日
出
谷
南
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業

に
伴
う
、
雨
水
流
出
抑
制
対
策
と
し
て
整

備
を
進
め
て
き
た
調
整
池
を
令
和
４
年
度

に
完
成
さ
せ
ま
す
。

○
河
川
浚し
ゅ
ん
せ
つ渫
推
進
事
業

８
，
６
８
５
万
円

　

河
川
の
流
下
能
力
を
確
保
し
、
浸
水
被

害
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
石
川
川
の
浚
渫

工
事
並
び
に
高
野
戸
川
、
江
川
流
域
水
路
、

舎
人
調
整
池
お
よ
び
東
部
都
市
下
水
路
を

浚
渫
す
る
た
め
の
設
計
を
行
い
ま
す
。

○
道
の
駅
推
進
事
業

２
，
８
２
３
万
円

　

地
域
の
魅
力
発
信
・
産
業
の
振
興
・
災

害
時
の
防
災
拠
点
と
な
る
「
道
の
駅
」
を

整
備
す
る
た
め
、
令
和
４
年
度
は
令
和
６

年
度
中
の
開
業
予
定
に
向
け
、
設
計
・
建

設
お
よ
び
維
持
管
理
・
運
営
を
一
括
し
て

行
う
事
業
者
の
選
定
を
行
い
ま
す
。

○
平
和
祈
念
館
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
発
信
事

業

７
０
０
万
円

　

映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
成
し
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
の
媒
体
で
魅
力
発
信
す
る
と

施
、
教
員
と
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導

に
よ
る
泳
力
の
向
上
お
よ
び
長
期
的
な

プ
ー
ル
維
持
管
理
経
費
の
削
減
を
図
り
ま

す
。
令
和
４
年
度
は
桶
川
東
中
学
校
、
桶

川
西
中
学
校
の
２
校
で
実
施
し
ま
す
。

○
給
食
室
ト
イ
レ
改
修
事
業

１
，
１
０
０
万
円

　

感
染
症
対
策
、
調
理
室
の
衛
生
環
境
の

向
上
お
よ
び
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
た
め
、

市
内
小
・
中
学
校
給
食
室
の
調
理
員
専
用

ト
イ
レ
を
改
修
し
ま
す
。

○
オ
ン
ラ
イ
ン
通
信
費
助
成
事
業

５
７
０
万
円

　

家
庭
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
に
伴

う
保
護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
就

学
援
助
費
お
よ
び
特
別
支
援
就
学
援
助
費

の
対
象
世
帯
に
対
し
て
、
通
信
費
を
助
成

し
ま
す
。

○
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

２
億
８
，
４
６
５
万
２
千
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
防
止
お
よ
び
重
症
化
予
防
の
観
点
か

ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
初
回
接
種

（
１
・
２
回
目
）
が
完
了
し
て
い
な
い
市
民

へ
の
接
種
機
会
の
提
供
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、
２
回
目
の
接
種
が
完
了
し
た
市
民

全
て
に
対
し
て
追
加
接
種
（
３
回
目
）
の

路
照
明
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
推
進
し
ま
す
。

昨
年
度
は
試
験
的
に
路
線
を
選
定
し
実
施

し
ま
し
た
が
、
令
和
４
年
度
以
降
は
計
画

的
に
整
備
を
し
市
内
全
域
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を

図
り
ま
す
。

○
愛
宕
東
線
整
備
事
業

１
，
６
０
０
万
円

　

愛
宕
東
線
の
全
体
計
画
延
長
１
，０
８

０
ｍ
の
う
ち
約
880
ｍ
が
土
地
区
画
整
理
事

業
に
よ
り
完
成
し
ま
し
た
。
令
和
４
年
度

か
ら
残
り
の
約
200
ｍ
の
整
備
を
開
始
し
ま

す
。

○
駅
東
口
整
備
事
業１

億
２
２
０
万
４
千
円

　

駅
前
広
場
や
駅
東
口
通
り
線
な
ど
の
整

備
を
進
め
な
が
ら
、
安
全
で
、
に
ぎ
わ
い

の
あ
る
桶
川
駅
東
口
周
辺
地
区
を
目
指
し

ま
す
。
令
和
４
年
度
は
、「
駅
東
口
駅
前

広
場
」
整
備
の
た
め
の
用
地
取
得
、
無
電

柱
化
詳
細
設
計
お
よ
び
歩
行
者
用
通
路
な

ど
の
屋
根
の
設
計
、「
市
道
11
―
１
号
線

（
中
山
道
線
交
差
点
付
近
）」
整
備
の
た
め

の
道
路
詳
細
設
計
を
実
施
し
ま
す
。

○
目
沢
排
水
路
治
水
対
策
事
業

１
，
４
０
０
万
円

　

目
沢
排
水
路
流
域
内
に
お
け
る
道
路
冠

水
の
軽
減
な
ど
を
図
る
た
め
、
治
水
対
策

し
ま
す
。
ま
た
、
産
後
ケ
ア
事
業
と
し
て

従
来
の
居
宅
訪
問
型
に
加
え
、
短
期
入
所

型
お
よ
び
通
所
型
を
新
た
に
実
施
し
ま
す
。

○
地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー
大
規
模
改
修

事
業

３
億
７
，
４
８
９
万
７
千
円

　

地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
に

伴
い
、
施
設
の
大
規
模
改
修
を
実
施
し
、

新
た
な
活
動
拠
点
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

す
る
こ
と
で
更
な
る
地
域
福
祉
の
推
進
を

図
り
ま
す
。
開
館
は
令
和
４
年
９
月
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

○
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
昇
降
機
改
修
事
業

３
５
０
万
円

　

老
朽
化
し
た
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
の

昇
降
機
を
改
修
し
ま
す
。
令
和
４
年
度
は

設
計
を
実
施
し
、
令
和
５
年
度
に
改
修
工

事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

○
要
保
護
児
童
訪
問
支
援
事
業１

０
８
万
円

　

要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
に
登
録

さ
れ
て
い
る
要
保
護
児
童
の
う
ち
、
通
告

や
一
時
保
護
を
繰
り
返
す
ハ
イ
リ
ス
ク
世

帯
を
対
象
に
、
ヘ
ル
パ
ー
を
無
償
で
派
遣

す
る
こ
と
で
、
家
事
、
育
児
の
底
上
げ
を

行
い
、
児
童
虐
待
の
防
止
を
図
り
ま
す
。

と
も
に
館
内
で
の
映
像
展
示
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

○
べ
に
花
の
郷
づ
く
り
事
業

７
９
０
万
円

　

べ
に
花
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
た
個
性
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
べ
に
花

の
咲
き
誇
る
景
観
づ
く
り
を
は
じ
め
と
す

る
啓
発
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

○
総
合
振
興
計
画
策
定
事
業

１
，
３
９
６
万
９
千
円

　

ま
ち
づ
く
り
と
行
政
運
営
の
方
向
性
を

示
し
、
計
画
的
に
施
策
を
推
進
す
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
総
合
的
な
市
政
運
営
の
た

め
の
指
針
と
な
る
次
期
総
合
振
興
計
画
を

策
定
し
ま
す
。

○
広
報
事
業

２
，
５
１
２
万
２
千
円

　

市
民
の
身
近
な
情
報
源
と
し
て
広
報
誌

や
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
な
る
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
多
様
な
方

法
を
活
用
し
た
情
報
発
信
に
努
め
、
開
か

れ
た
市
政
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

生
き
る
力
を
育
み

次
代
に
繋
げ
る
桶
川
を
つ
く
る

【
教
育
・
文
化
】

共
に
支
え
合
い
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
桶
川
を
つ
く
る

【
健
康
・
福
祉
】

環
境
に
や
さ
し
く
安
心
・
安
全
に

住
み
続
け
ら
れ
る
桶
川
を
つ
く
る

【
市
民
生
活
】

み
ど
り
と
調
和
し
た

暮
ら
し
や
す
い
桶
川
を
つ
く
る

【
み
ど
り
・
都
市
基
盤
】

計
画
的
で
将
来
を
見
据
え
た

桶
川
を
つ
く
る

【
行
財
政
運
営
】

に
ぎ
わ
い
と
活
力
あ
る

桶
川
を
つ
く
る

【
産
業
】

※
各
事
業
は
主
な
も
の
の
概
要
、

　

順
不
同
で
す
。
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桶川市青少年文化活動奨励顕彰の推薦募集

12～17歳の新型コロナワクチン追加（３回目）接種が始まります桶川市スポーツ功労顕彰の推薦募集

詳しくは 詩生涯学習・スポーツ推進課☎788－4970

詳しくは 詩健康増進課☎786－1855詳しくは 詩生涯学習・スポーツ推進課☎788－4972

目的▶青少年の文化芸術活動に対する意欲の高
揚を図り、もって市民文化の向上および発展に
資するため、日頃の文化芸術の分野における活
動において顕著な活動をし、優れた実績を収め
たことにより、他の模範となる人を顕彰し、そ
の功績をたたえることを目的とします。
授賞式日程▶11月５日㈯（予定）※時間未定
会場▶東公民館
推薦方法▶校長、団体の代表者または児童生徒
の保護者などは、桶川市青少年文化活動奨励顕
彰推薦書に作品、記録写真、実績記録の写しな
どの参考資料を添えて、６月10日㈮までに生涯
学習・スポーツ推進課へ提出してください。

対象▶12～17歳のうち、２回目の接種日が令和３年11月30日までの人
接種開始日▶５月６日㈮から
予約開始日▶接種券が届き次第、５月29日㈰分まで予約可能
ワクチンの種類▶ファイザー社製（18歳になった人は、モデルナ社製も接種可能）
【注意事項】中学生以下は接種できない医療機関があります。中学生以下が接種
　 　　　　できる医療機関は接種券同封の「医療機関一覧」をご確認ください。

　新たに12～17歳も追加（３回目）接種の対象に加わりました。２回目
の接種から６か月経過後より接種できます。本市では、以下のとおり接
種体制を構築します。
　なお、接種は任意となりますが、16歳未満は、保護者が予診票に署名
し、必ず、保護者同伴のうえ、接種してください。

目的▶桶川市のスポーツ推進および競技力の
向上を図るため、全国大会、関東大会または
その他これらに準ずる大会（以下「スポーツ
大会」という。）に出場し、優秀な成績を収
めた人を顕彰し、その功績をたたえることを
目的とします。
授賞式日程▶11月５日㈯（予定）※時間未定
会場▶東公民館
推薦方法▶「桶川市スポーツ功労顕彰推薦書」
と各大会において授与された賞状並びに開催
要項・プログラムの写しなどの参考資料を添
えて、９月30日㈮までに、生涯学習・スポー
ツ推進課へ提出してください。
※なお、９月の大会に出場する場合は、事前
に連絡してください。

　スポーツの推進と競技力の向上を図るため、国際大会、全国大会、関東大会
またはこれらに準ずる大会に出場する個人に対し、桶川市スポーツ大会出場
奨励金を交付しています。

対象▶
①市内の小学校、中学校もしくは高等学校の児童
生徒または当該児童生徒によって構成された団体
②市外の小学校、中学校、高等学校、中等教育学
校、特別支援学校もしくは高等専門学校に通学
する桶川市内に住所を有する児童生徒または当
該児童生徒によって構成された団体

③①または②の条件を満たしたうえで、令和３年
４月１日～令和４年３月31日に全国、埼玉県内
のコンクールなどで優秀な成績を収めた人

※過去５年以内に顕彰を受けた人は今年度、顕彰を
受けることができません。ただし顕彰された対象よ
り上位の実績がある場合は受けることが可能です。

対象▶
① 個人 ➡市内に在住・在学または在勤する人
② 団体 ➡市内に事務局を置く団体
③令和３年10月１日～令和４年９月30日に出場した人
④①～③の条件を満たし、スポーツ大会出場奨励金
交付基準に該当する人
※桶川市スポーツ大会出場奨励金の交付を受けた人
は、教育委育会で把握していますので申請の手続
きは必要ありません。
※一度顕彰を受けた人は、受賞から５年間は顕彰を
受けることができません。ただし、顕彰された対
象以上の実績がある場合は受けることが可能です。
※スポーツ大会とは、各省庁または日本スポーツ協
会加盟団体が主催する競技大会であって、県大会
などの予選または標準記録を経て出場するものを
いいます。

スポーツ大会出場奨励金とは関 情連 報

　　１、小学生、中学生および高校生においては、市内の小学校、中学校および高等学校に在籍ま
たは居住する者が大会に出場する場合。

　　２、一般においては、市内に在住または在勤する者が大会に出場する場合。
　　３、国際大会を除き国内大会においては、各省庁主催および公益財団法人日本スポーツ協会加

盟団体が主催する大会であり、県大会などの予選または標準記録を通過して出場する場合。
　　４、その他市長が必要と認めた場合。

奨励金交付基準

　　「様式１号の桶川市スポーツ大会出場奨励金交付申請書」に必要事項を記入のうえ、大会の開催
要項、大会結果、プログラムなどを添えて、生涯学習・スポーツ推進課（市役所４階）へ提出し
てください。

申請方法

区　　分 金　　額
オリンピック大会またはパラリンピック大会 １人につき、５０，０００円

海外で開催する大会 世界選手権大会、アジア競技大会、
他国際大会 １人につき、１０，０００円

国内で開催する大会 全国大会および関東大会以上の大会

桶川駅から大会会場の最寄り駅までの距離
（１人につき）
・100km未満　２，０００円
・100km以上200km未満　４，０００円
・200km以上　６，０００円
※ただし、小学生以下の者は、上記金額の半額とする。

12～17歳の追加（３回目）
接種に使用するワクチンは
ファイザー社製です。モデ
ルナ社製のワクチンを予約
されないようお願いします。
（５月は、16日～22日がモ
デルナ社製のワクチンとな
ります。）

5/30㈪以降は、
新型コロナワクチン小児（5～11歳）接種の医療機関が１か所となります

詳しくは 詩健康増進課☎786－1855

予約期間追加▶５月10日㈫午前９時から
新たに予約できるようになる期間▶
５月30日㈪～６月26日㈰
接種医療機関▶桶川駅前こどもクリニック

予約状況を勘案し、ワクチンの廃棄を減らす観点
から５月30日㈪より「桶川駅前こどもクリニック」
のみとなります。ご注意ください。

接種スケジュール
接種医療機関が少なくなります

今後の「４回目接種」などに向け、予約システムの改修を予定しています。改修に
伴い、一定期間全てのWeb予約ができなくなります。期間や予約方法などの詳細に
つきましては、広報おけがわ６月号や市のホームページでお知らせします。

お知らせ

12歳以上の追加（３回目）接種について
・５月30日㈪以降のスケジュールは、決定次第、市のホームページでお知らせします。
・２回目接種日が令和３年12月以降の人については、毎月２回（15日頃と月末頃）接種券を送付します。



82022. 5

健
康
推
進
部
副
参
事
兼
健
康
増
進
課
長

　
　
兼
桶
川
市
保
健
セ
ン
タ
ー
館
長

　

椎
橋　

康
弘
【
健
康
福
祉
部
副
参
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兼
健
康
増
進
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　

兼
桶
川
市
保
健
セ
ン
タ
ー
館
長
】

健
康
推
進
部
副
参
事
兼
高
齢
介
護
課
長
（
昇
格
）

　

梅
津　

克
広
【
健
康
福
祉
部
高
齢
介
護
課
長
】

都
市
整
備
部
副
部
長
兼
市
街
地
整
備
課
長

　

瀧
本　

哲
【
都
市
整
備
部
副
部
長
兼
区
画
整
理
課
長
】

■
課
長
級
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

企
画
財
政
部
税
務
課
長
（
昇
格
）

　

山
本　

正
義
【
総
務
部
税
務
課
主
幹
兼
資
産
税
係
長
】

企
画
財
政
部
収
税
課
長
兼
管
理
係
長

　

大
塚　

浩
正
【
総
務
部
税
務
課
長
】

企
画
財
政
部
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課
長

　

新
川　

昌
代
【
秘
書
室
秘
書
広
報
課
主
席
主
幹

　
　
　
　
　
　
　
　
　

兼
副
課
長
兼
広
報
広
聴
係
長
】

総
務
部
総
務
課
長

　
　
兼
桶
川
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
次
長
（
昇
格
）

　

片
岡　

輝
政
【
総
務
部
総
務
課
副
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兼
総
務
・
情
報
公
開
係
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兼
文
書
・
法
規
係
長

　
　
　
　

兼
桶
川
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
書
記
】

総
務
部
自
治
振
興
課
長

　
　
兼
桶
川
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
所
長
（
昇
格
）

　

中
野　

栄
司
【
市
民
生
活
部
自
治
文
化
課
副
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兼
自
治
・
消
費
生
活
係
長

　

兼
桶
川
市
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
副
課
長

　
　
　
　
　

兼
桶
川
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
副
課
長
】

環
境
経
済
部
環
境
対
策
推
進
課
長

　
　
兼
企
画
財
政
部
ご
み
処
理
施
設
整
備
推
進
課
主
席
主
幹

　

武
藤　

聡
【
市
民
生
活
部
環
境
課
長

　
　
　
　
　

兼
企
画
財
政
部

　
　
　
　
　

ご
み
処
理
施
設
整
備
推
進
課
主
席
主
幹
】

人
事
異
動

■
部
長
級
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

理
事
兼
秘
書
室
長

　
廿
樂　

和
彦
【
秘
書
室
長
】

秘
書
室
参
事
兼
副
室
長
兼
秘
書
広
報
課
長
（
昇
格
）

　
岩
﨑　

克
浩
【
市
民
生
活
部
副
部
長
】

環
境
経
済
部
長

　
金
子　

由
則
【
市
民
生
活
部
長
】

福
祉
部
長

　
桐
生　

典
広
【
健
康
福
祉
部
長
】

健
康
推
進
部
長
（
昇
格
）

　
栗
原　

隆
【
教
育
部
副
部
長
】

■
副
部
長
級
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

企
画
財
政
部
副
部
長

　
　
兼
ご
み
処
理
施
設
整
備
推
進
課
長

　
　
兼
整
備
推
進
係
長

　
野
口　

誠
一
【
総
務
部
副
部
長
兼
総
務
課
長

　
　
　
　
　

兼
桶
川
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
】

総
務
部
副
部
長
兼
桶
川
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

　

斉
藤　

英
仁
【
総
務
部
副
参
事
兼
収
税
課
長
】

総
務
部
副
参
事

　
　
兼
桶
川
市
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
所
長

　

青
木　

政
人
【
総
務
部
副
参
事
】

環
境
経
済
部
副
部
長

　

本
庄　

英
樹
【
企
画
財
政
部
副
部
長

　
　
　
　
　
　
　

兼
ご
み
処
理
施
設
整
備
推
進
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兼
整
備
推
進
係
長
】

福
祉
部
副
部
長

　

青
木　

敬
一
【
秘
書
室
副
室
長
兼
秘
書
広
報
課
長
】

健
康
推
進
部
副
部
長

　

稲
垣　

裕
司
【
健
康
福
祉
部
副
部
長

　
　
　
　

兼
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進
課
長
】

市　
長　
部　
局

環
境
経
済
部
桶
川
市
環
境
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　
兼
企
画
財
政
部
ご
み
処
理
施
設
整
備
推
進
課
主
席
主
幹

　

園
田　

隆
一
郎
【
市
民
生
活
部
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
長

　
　
　
　
　

兼
企
画
財
政
部

　
　
　
　
　

ご
み
処
理
施
設
整
備
推
進
課
主
席
主
幹
】

環
境
経
済
部
産
業
観
光
課
長

　

野
本　

光
則
【
教
育
部
生
涯
学
習
文
化
財
課
長
】

福
祉
部
桶
川
市
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
い
ず
み
の
学
園
所
長

　
　
兼
桶
川
市
子
ど
も
発
達
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長

　

日
野　

弘
之
【
健
康
福
祉
部
桶
川
市

　
　

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
い
ず
み
の
学
園
所
長
】

都
市
整
備
部
駅
東
口
整
備
推
進
課
長

　

辻
本　

潤
一
【
市
民
生
活
部
産
業
観
光
課
長
】

　
■
副
部
長
級
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

議
会
事
務
局
長
（
昇
格
）

　

佐
々
木　

有
美
【
企
画
財
政
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
権
・
男
女
共
同
参
画
課
長
】

　　
■
部
長
級
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

教
育
部
長

　

吉
田　

泰
宏
【
教
育
部
参
事
兼
学
務
課
長
】

■
副
部
長
級
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

教
育
部
副
部
長
（
昇
格
）

　

島
田　

正
弘
【
都
市
整
備
部
駅
東
口
整
備
推
進
課
長
】

■
課
長
級
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

教
育
部
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
長

　

小
島　

輝
夫
【
教
育
部
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
】

教
育
部
文
化
財
課
長

　
　
兼
歴
史
民
俗
資
料
館
長
兼
川
田
谷
公
民
館
長

　

田
村　

英
与
【
市
民
生
活
部
自
治
文
化
課
長

　
　

兼
桶
川
市
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　
　
　
　
　

兼
桶
川
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
所
長
】

教
育
委
員
会
事
務
局

議　
会　
事　
務　
局

教
育
部
文
化
財
課
主
席
主
幹

　
　
　
　
　
兼
副
課
長
兼
文
化
財
保
護
係
長

　
　
　
　
　
　
兼
歴
史
民
俗
資
料
館
副
館
長
（
昇
格
）

　

藤
沼　

昌
泰
【
教
育
部
生
涯
学
習
文
化
財
課
主
幹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兼
文
化
財
係
長
】

公
民
館
長
兼
桶
川
公
民
館
長

　

粒
良　

紀
夫
【
歴
史
民
俗
資
料
館
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兼
川
田
谷
公
民
館
長
】

■
部
長
級
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

教
育
部
参
事
兼
学
務
課
長

　

西
納　

聡
【
桶
川
市
立
桶
川
西
小
学
校
長
】

■
副
部
長
級
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

教
育
部
副
参
事
兼
学
校
支
援
課
長

　

阿
久
津　

裕
一
【
埼
玉
県
教
育
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
部
教
育
事
務
所
管
理
主
事
】

教
育
部
副
参
事

　

堤　

孝
志
【
桶
川
市
立
朝
日
小
学
校
教
頭
】

■
部
長
級
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

埼
玉
県
へ
帰
任

　

家
德　

丈
夫
【
教
育
部
長
】

■
副
部
長
級
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

上
島　

奈
穂
子
【
議
会
事
務
局
長
】

埼
玉
県
へ
帰
任

　

杉
山　

由
美
子
【
教
育
部
副
参
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兼
学
校
支
援
課
長
】

■
課
長
級
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

平
石　

浩
【
公
民
館
長
兼
桶
川
公
民
館
長
】

埼
玉
県
へ
帰
任

　

柿
沼　

康
伸
【
教
育
部
学
校
支
援
課
主
席
主
幹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兼
指
導
係
長
】

令
和
４
年
３
月
31
日
付
け　

 

退
職
者

令
和
４
年
４
月
１
日
付
け　

 

採
用
者

【
　
】は
旧
職
名

令
和
４
年
４
月
１
日
付
け

　
詳
し
く
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詩
職
員
課
☎
788
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１
１


